
生産地における病気と手術 (1)
～家畜診療センター獣医師研修より～

軽種馬育成調教センター 軽 種馬診療所 日高 修 平

NOSAI日 高の家畜診療センター (新ひだか町三石速莱)

は、日高地区の集中医療センターおよび陥床検査センターと

しく 国内でも有数の大動物専門の外科診療施設で丸 そ

の診療のほとんどは千術が必要な馬で、勤務している紋医

師は4名と少ないながら、年F・9600頭近くの馬の手納iを行っ

ていまれ 関節鏡手術および開腹手術が多くを占め、その

他子馬の肢軸異常の矯止手術、喉頭形成初i、外傷治療、

雑産整復術、喋子」定術、去勢手納iなども行っていまれ

大型レントゲン、内視鏡および超音波検査など診断に必要

な機材も揃っており、血蔽検査、細商分離などの臨床検査

も行われていますとまた、外部からの研修生 (インターンシッ

プの大学生も含む)も 積極的に受け入れており、実際に助

子として手術に参加させていま丸

昨年、NOSAI日 高のご協力のもと、生産地における馬

の病気と手術に関して、研1ケさせていただく機会を得ました

ので、研1夕中に辿遇したいくつかの症例について数回に分

けて報告いたしま抗

当歳馬の肢軸異常

子馬の肢ll異常は、出生時あるいは出生直後から兄られ

る四肢の内外方への変形症であり、その程度や治療法は

様 で々坑 保存療法や早期の積極的な削怖療法、断充填剤

を用いた矯正により良化する例も多くみられますが、完治じ

ない例もあり、診僚センターでは年間10～15頭程度の外科

手1子が行われていまt.

本症例は、生後まもなく石後球節部の骨髄炎を発症し、

右前肢および右後肢の肢如異常が認められました。その治

療として、 lヵ月前に右携骨遠位端内側および右第三中足骨

遠位内側にスクリューが1本ずつ挿入されました。これは過

剰に成長したlHlの成長板をスクリューで回定することにより

成長を抑付けし、成長が遅れている側の成長を待って肢jHを

嬌正する方法です (シングルスクリュー法)。

来院時、右前肢は症状の良化が認められましたが、右後

肢はまだまだ矯正が必要な状況にあった (写真1 2)た

め、今回は右前肢のみスクリューを抜芸することとなりまし

た。その際、Limb Perfutton(四肢程流法)に よる局所

麻酔が行われました。この方法は、前腕部近位にシリコン

チューブを巻きつけ駆血じ(写真3)、携偵1皮静脈に局所

麻酔業をと入することにより術部の麻酔効果を得るもので

丸 診猿センターの先生によると、非常に効果的な麻酔法

で外傷治療にも有効であるとのことで坑 実際、スクリュー

を抜去する際、スクリューを挿入した部位をメスで切皮し

ましたが、馬がそれに反応することはありませんでした。

写真3 シ リコンチュージによる駆血写真 1 肢 軸異常のある右後肢 写真 2 右 後旗球節の X線 写真
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スクリュー抜去後、 刊町は牧場での任過船祭となりました。

1歳 馬の大腿骨外側滑車 OCD

OCD(HI断 tL骨欧‖壮)と は、発有の辿程で判な伊弘11

に峡7Eが l・こり、■怯lJ片がオけ消にした1人はでiオ 打でし

ばしば政行のちは となり、閉ll党を川いた‖転骨片の抽Hl

子lfが必要となることがありまi OCDが 最も一打々的に兄

られるのは飛飾ですが、今Fの 研修では膝問節で兄らイiた

2症 伊lに辿辿しました。材ミllll1 0CDの出節銃手1子は年 ll

に5_l‐程度で、当rfの秋に兄つかることが多いのですが、

1〔処置でも良化することがあるため、 可 能であれは1歳に

なってから手術することを勧めていました。

ここではその171を紹介しま丸 本壮例は最初にZl:後肢

の販行を示し、左膝問節に円肺枚のよ昭上が詔められました。

休Itにより徐々に/1t様はR化 しにれも減少しましたが、今

度は布後肢の政行を示し、右膝ll姉に関ll波の‖iが 認め

られるようになりました。X級 校本では、右大肥‖クヽ1叫滑

■1こ滑砿日) がヽ見られ、た人いと付夕ヽⅢⅢ】IJ[には凋飾1何のイ

ナ1化が/uられました。牧場lJのよ向で手納"ま右Ⅲ,のみ実施

されることとなりました。川4 門ヽ飾の OCDは 一般的に大肥‖

滞■と麻謙付が擦れ合う部分で病変が兄られますが、この

写真4 右 大腿骨外側滑車 OCDの X線 写真

症例ではそれよりもと位lJで兄られました (写真4)。 また、

rrl変は大jl■のみでなく、膝キ骨にも認められました。今

後は1カllいjの合l ltt lt、 1カ チJIけのすンシャインパドック

放牧、その後徐々に広いところに放牧していく予定で、振 lt

した部位が殺il取‖で枕われるであろう3～ 4カ月の問はこ

動をなるべく世けるように、牧l171‖に告げられました。

1歳 馬の股関節 (寛骨臼)に おける粉砕骨折

1カ)J前に波4 地々にILが10 1rt頭侵入し、それに竹きラチ

を飛び越えひっくり返ってしまい、正度の政行を示すように

なった症例であ 今日、大"卍レントゲンによる校益を受ける

ために来PLしました。来院時、歩様は■歩で 明らかな左後

肢の政行を示し、た性四節ll近に把い皿帳が認められまし

た (写真5),大 |〔4レントダンによる搬形は倒馬して仰は1立

で行われました (写真6).そ の市"t、従‖白において粉砕

十折および1l lt生が仙察されました (写真7)。 これにより、

抗たヽとしての予後は内難であると言夕断されました。

3歳 馬の第
一
趾骨骨折

本壮例は診ll「センターに搬送される11日の訓教後に既行

を示し、かかりつけのは医miにより球白伊を合む各刊!位のX

線校介が実lltされましたが、来常は詔められませんでした。

■日、球飾部にll"〔が認められたため、1年度 X維 統査を

実lltしたところ、第一肌■近位中央より月体1/2にまで三る

付折線が竹討されたため、キャスト包‖が施され、診球セ

ンターに搬送されましたり

診llセンターでは、Cア ーム (X線 透視共世)を 川いた

叫子田定1子が直ちに実施されました (写真8)。その方法は

11に技術向上しているそうで九 以前は近位のやや背lUに

1本、後は■打線の長さに応じた数の螺子を走位に折入し

写真5 左 機関節付近の顕著な腫帳 写真6 大 型レントゲン検査の様子 写真7 寛 骨臼における粉酔骨折
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ていました。しかし、最近では海タトの有名な馬怯形外千卜に

であるDr R(hardsonら が勧める、lll lⅢF近くに2本の螺

子を挿入して円ll而をしっかり,対定する方法に変わってきて

いまれ これはこの部位での1事折が、X級 で判明する以上

に複雑な折れ方をしていることが、MRIや CTの 本り‖によ

りわかってきたためで,こ の考え方に則り、l■子は近竹に

2本 、中位に1本lT入され (写真9)、 手術は1〔+「終了しま

した。

術後、党pl!室においてキャスト包柑が実施されました。キャ

ストのをき方は、まずストッキネットを履かせ、次にオルテッ

クス2を 1本管辛F近位から姉に力寸)て巻き、係創になりやす

いft子‖周囲および付部近位にはエバウルシート(絃仙材)

をないていました。次に、球節を吊‖させたlltは(怖尖拘̀

から管部までが一直線状になるのが'せ想)で 告子に近位から

怖底まで5インチのキャストを4本巻き、税いてヒールブロッ

クを去若するためもう1本球肺上刊̀から断氏まで4イ ンチの

キャストをなきつけ、最後は念入りにモールディング(キャ

ストが増えに,Fうヽよう手でり‖来ませる)が 行われました (写真

10),fタリlFセンターの先■によると、このなき方であれば大

体4過問は村L持できるそうでi

キキストは「よく林らしよく校るJこ とにより、早くそして

強くいまりま,、 人にlV4ではなぃている最中に動くことはま

'どないのであまり意識することはないようですが、いつどの

ような行動をとるかわからないにの場合は、これを強く意識

する必要があります―ヒールブロックはれ1ォを一定のサイズ

でLJttiしたもので、れは党配■の床を傷つけないようにする

ためカットされていました。作成方法は容易であるし、覚迎|

後の断距における負工もR好 でした。今後はキャストを2～

3辺‖J■芳し、2カ)JいJの今飼体養、 lヵ月‖,の史き運動、

それから姉来述動を行っていく予定で先 状態によっては、

1カ)J問予定を撫り下げることも考えなければならないとの

ことでしたc

写真9 術 後の X線 写真

近位に2本  中 位に1本の弾子の挿

入 矢 EDはヒールブロック(角材)

写真10 キ ャスト包帯

(ヒール付き)

写真8 Cア ームを用いた螺子固定術
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